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第1章 福島県シェッド・シェルター長寿命化修繕計画の概要 
１－１ 計画策定の経緯 

シェッド・シェルターは、雪崩・落石・吹雪等による道路利用者への被害を防止するために道

路に設置する構造物である。福島県は 172 箇所、延長約 35km のシェッド・シェルターを管理し

ている（平成 31 年度 3 月現在）。これらのシェッド・シェルターのうち、全本数の 32％にあたる

56 箇所において建設から 30 年が経過しており、老朽化に伴う維持管理費の増加が想定され

ることから、表 1-1 に示す計画を策定し、これまで効率的な維持管理の実施に努めてきた。 

シェッド・シェルター点検については、平成 26 年 7 月 1 日に施行された道路法施行規則によ

り、5 年に一度の近接目視による定期点検（以下、法点検）が義務付けられたことから、本県で

も点検を実施しているところである。 

本計画は、平成 26 年～平成 30 年に実施した 1 巡目法点検の結果を踏まえ、今後の修繕

事業実施のために、「福島県シェッド・シェルター長寿命化修繕計画（令和２年版）」として策定

するものである。 

表 1-1 福島県のシェッド・シェルター維持管理の経緯 

計画名 策定年度 備考 

福島県アセットマネジメント（第 2：構造物部門） 平成 19 年 3 月  

福島県道路長寿命化計画（第 2：構造物部門） 平成 23 年 3 月 平成 28 年 3 月改訂 

 

１－２ 目的 

本計画は、シェッド・シェルターの損傷状況や路線の重要度等を基に、修繕優先度および修

繕費用等を明確化することで、維持管理予算に制約がある中においても、利用者に被害を及

ぼすことがなく、快適な利用を継続できるよう、シェッド・シェルターを適切に維持管理するため

に策定するものである。 

なお、本計画で取り扱うシェッド・シェルターは、平成 30 年度までに定期点検を完了した 172

箇所である。 

 

１－３ 維持管理の考え方 

シェッド・シェルターの維持管理においては、道路法施行規則第四条の五の六（平成 26 年 7

月 1 日施行）により、5 年に一度の近接目視の定期点検が義務付けられ、本県でもシェッド・シ

ェルター本体の損傷状況（Ⅰ：健全、Ⅱ：予防保全段階、Ⅲ：早期措置段階、Ⅳ：緊急措置段階）

を記録し、修繕対象の目安としている。また、法点検の範囲外となる電気関係の付属物につい

ては、「設備定期点検」により動作状況等を確認している。 

福島県のシェッド・シェルター維持管理においては、「予防保全」を採用している。シェッド・シ

ェルターは降雨や降雪により常に浸食作用を受けており、損傷状況によって補修工法・費用が

異なることから、損傷の小さいうちに予防保全的な措置を行うことで、維持管理に係るトータル

コストの最小化を図るものである。 
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第2章 県内シェッド・シェルターの現状と課題 
２－１ 福島県のシェッド・シェルター基本情報 

（１）建設本数と管理延長 

福島県が管理するシェッド・シェルター建設本数および累積延長の推移を図 2-1 に示す。 

福島県の管理するシェッド・シェルターは、平成 31 年 3 月現在で 172 箇所あり、延長は

約 35km である。建設本数は 1995 年から 2004 年の 10 年間が最も多く、全体の約５割

がこの間に建設されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1 福島県管理のシェッド・シェルター数と管理延長の推移 

（２）シェッド・シェルター一覧 

福島県が管理するシェッド・シェルター一覧を図 2-2 に示す。 

各地方のシェッド・シェルター数は、会津で 166 箇所、中通りで 4 箇所、浜通りで 2 箇所

であり、ほとんどのシェッド・シェルターが会津地方に位置する。また、種類ごとに区分する

と下表の通りである。 

表 2-1 シェッド・シェルターの種類 

 

 

 

 

 

 

  

スノーシェッド（120 箇所） 

走行車両を雪崩等から守

る施設 

スノーシェルター（26 箇所） 

走行車両を吹雪等から守

る施設（視距確保） 

ロックシェッド（26 箇所） 

走行車両を落石等から守

る施設 
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図 2-2 福島県のシェッド・シェルター位置図 

シェッド

No
路線名

0101 角間下ロックシェッド 国道399号

0201 三王坂スノーシェルター 国道294号

0301 関岡ロックシェッド 国道118号

0302 赤面スノーシェッド 一般県道那須甲子線

0401 栃平スノーシェッド 国道121号

0402 桜峠１号シェルター 国道459号

0403 桜峠２号シェルター 国道459号

0404 桜峠３号シェルター 国道459号

0405 不動スノーシェッド 国道459号

0406 槻ノ木平スノーシェッド 国道459号

0407 釜の脇スノーシェッド
主要地方道喜多方･西会
津線

0408 五万堂ロックシェッド
主要地方道猪苗代･湖南

線

0409 飯根スノーシェッド
一般県道熱塩加納･山
都･西会津線

0410 宝坂スノーシェッド 一般県道徳沢･宝坂線

0411 揚津スノーシェッド 一般県道新郷荻野(停)線

0501 本名スノーシェッド① 国道252号

0502 本名スノーシェッド② 国道252号

0503 本名スノーシェッド③ 国道252号

0504 本名スノーシェッド④ 国道252号

0505 本名スノーシェッド⑤ 国道252号

0506 本名第２スノーシェッド 国道252号

0507 水沼スノーシェッド 国道252号

0508 水沼第２スノーシェッド① 国道252号

0509 水沼第２スノーシェッド② 国道252号

0510 滝原スノーシェッド 国道252号

0511 滝スノーシェッド 国道252号

0512 滝第２スノーシェルター 国道252号

0513 大深沢スノーシェッド 国道252号

0514 下大牧第１スノーシェッド 国道252号

0515 駒啼瀬スノーシェルター 国道252号

0516
早戸第２兼用スノーシェッ
ド

国道252号

0517 持寄第１スノーシェッド 国道252号

0518 持寄スノーシェルター 国道252号

0519 川井スノーシェルター 国道252号

0520 高清水スノーシェッド 国道252号

0521 高清水第２スノーシェッド 国道252号

0522 高倉スノーシェッド 国道252号

0523 名入スノーシェッド 国道252号

0524 桧原第１スノーシェッド 国道252号

0525 桧原スノーシェッド 国道252号

0526 松山スノーシェッド① 国道400号

0527 松山スノーシェッド② 国道400号

0528 松山第１スノーシェッド 国道400号

0529 松山第２スノーシェッド 国道400号

0530 松山第３スノーシェッド 国道400号

0531 玉梨スノーシェッド 国道400号

0532 綱木スノーシェッド① 国道400号

0533 綱木スノーシェッド② 国道400号

0534 馬追山スノーシェッド 国道400号

0535 小栗山スノーシェッド 国道400号

0536 小栗山第３スノーシェッド 国道400号

0537 八町ロックシェッド 国道400号

0538 牧沢スノーシェッド 国道400号

0539 舟鼻スノーシェルター 国道400号

0540 小見沢スノーシェッド 国道400号

0541 小見沢第１スノーシェッド 国道400号

0542 小見沢第２スノーシェッド 国道400号

0543 白森山スノーシェッド 国道400号

0544 松坂１号スノーシェルター 国道401号

0545 松坂２号スノーシェルター 国道401号

0546 松坂３号スノーシェルター 国道401号

0547 喰丸第１スノーシェッド 国道401号

0548 喰丸第２スノーシェッド 国道401号

0549
喰丸スノーシェルター（起

点側）
国道401号

0550
喰丸スノーシェルター（終
点側）

国道401号

0551 佐倉スノーシェッド 国道401号

0552 五畳敷スノーシェッド 柳津･昭和線

0553 滝谷スノーシェッド 主要地方道柳津･昭和線

0554 郷戸スノーシェッド 主要地方道柳津･昭和線

0555
湯八木沢スノーシェルター
（起点側）

主要地方道柳津･昭和線

0556
湯八木沢スノーシェルター
（終点側）

主要地方道柳津･昭和線

0557 氷玉スノーシェッド 下郷会津本郷線

0558 山入スノーシェッド 一般県道布沢･横田線

0559 大城山スノーシェッド 一般県道布沢･横田

0560 東山ロックシェッド① 一般県道湯川大町線

0561 東山ロックシェッド② 一般県道湯川大町線

0562 浅岐スノーシェッド
一般県道小林会津宮下
停車場線

0563 大谷スノーシェッド
一般県道小林会津宮下

停車場線

0564 大谷第２スノーシェッド
一般県道小林会津宮下
停車場線

0565 箱淵山スノーシェッド
一般県道小林会津宮下
停車場線

0566 間方スノーシェッド
一般県道小林会津宮下

停車場線

0567 有倉沢スノーシェッド 一般県道小栗山･宮下

0601 枝松スノーシェルター 国道118号

0602 枝松第２スノーシェルター 国道118号

0603 芦ノ原スノーシェッド 国道118号

0604 沼尾スノーシェルター 国道118号

施設名
シェッド

No
路線名

0605 高陦ロックシェッド 国道118号

0606 湯野上スノーシェッド 国道118号

0607 豊成ロックシェッド 国道121号

0608 岪ロックシェッド 国道121号

0609 ブンドウ沢スノーシェッド 国道252号

0610 八木沢スノーシェッド 国道252号

0611 塩沢スノーシェッド① 国道252号

0612 塩沢スノーシェッド② 国道252号

0613 塩沢スノーシェッド③ 国道252号

0614 寄岩スノーシェッド 国道252号

0615 赤柴スノーシェッド① 国道252号

0616 赤柴スノーシェッド② 国道252号

0617 白沢スノーシェッド 国道252号

0618 苧巻第１スノーシェッド 国道252号

0619 苧巻第２スノーシェッド 国道252号

0620 苧巻第１ロックシェッド 国道252号

0621 苧巻第２ロックシェッド 国道252号

0622 余韻沢第１スノーシェッド 国道252号

0623 余韻沢第２スノーシェッド 国道252号

0624
入間木沢第１スノーシェッ
ド

国道252号

0625
入間木沢第２スノーシェッ
ド

国道252号

0626
入間木沢第３スノーシェッ

ド
国道252号

0627
入間木沢第４スノーシェッ
ド

国道252号

0628 田子倉スノーシェッド 国道252号

0629
田子倉沢第１スノーシェッ

ド
国道252号

0630
田子倉沢第２スノーシェッ
ド

国道252号

0631
田子倉沢第３スノーシェッ
ド

国道252号

0632 南岳第１スノーシェッド 国道252号

0633 南岳第２スノーシェッド 国道252号

0634 南岳第３スノーシェッド 国道252号

0635 山の神ロックシェッド1 国道252号

0636 山の神第１スノーシェッド 国道252号

0637 山の神第２スノーシェッド 国道252号

0638 山の神第３スノーシェッド 国道252号

0639 後山スノーシェッド 国道252号

0640 アイヨシスノーシェッド 国道252号

0641 烏帽子スノーシェッド 国道252号

0642 杉沢スノーシェッド 国道289号

0643 東スノーシェルター 国道289号

0644 東２スノーシェルター 国道289号

0645 東スノーシェッド 国道289号

0646 戸板山スノーシェルター 国道289号

0647 下山ロックシェッド 国道289号

0648 舘ノ川スノーシェッド 国道289号

0649 叶津スノーシェッド 国道289号

0650 平石山スノーシェッド 国道289号

0651 梁取ロックシェッド 国道289号

0652 界ロックシェッド 国道289号

0653 山口スノーシェッド 国道289号

0654 嗚滝スノーシェッド① 国道352号

0655 嗚滝スノーシェッド② 国道352号

0656 小立岩スノーシェッド 国道352号

0657
小豆温泉第１スノーシェッ

ド
国道352号

0658
小豆温泉第２スノーシェッ
ド

国道352号

0659 下大戸沢スノーシェッド 国道352号

0660 高屋敷スノーシェッド 国道352号

0661
高屋敷第一スノーシェル
ター

国道352号

0662
高屋敷第二スノーシェル
ター

国道352号

0663 数間沢ロックシェッド 国道352号

0664 数間沢第１スノーシェッド 国道352号

0665 数間沢第２スノーシェッド 国道352号

0666 耻風スノーシェッド 国道352号

0667 上ノ山スノーシェッド 国道352号

0668 滝ノ原ロックシェッド 国道352号

0669 滝ノ原第２ロックシェッド 国道352号

0670 新坂第１スノーシェッド 国道352号

0671 新坂第２スノーシェッド 国道352号

0672 深瀬スノーシェッド 国道352号

0673 駒ヶ岳スノーシェッド 国道352号

0674 追分スノーシェッド 国道352号

0675 葭ヶ平スノーシェルター 国道352号

0676 八総スノーシェルター 国道352号

0677 鬼丸山スノーシェッド 国道352号

0678 平沢スノーシェッド 国道352号

0679 浜野ロックシェッド 国道401号

0680 内川ロックシェッド 国道401号

0681 六石山ロックシェッド
一般県道下郷会津本郷

線

0682 布沢スノーシェッド
一般県道小林会津宮下
(停)線

0683 篠輪スノーシェッド
一般県道小林会津宮下
(停)線

0684 荒島ロックシェッド 一般県道小林舘ﾉ川線

0685 九々生ロックシェッド
一般県道大倉大橋浜野
線

0686 和泉田スノーシェッド
一般県道大倉大橋浜野
線

0687 蛇岩スノーロックシェッド
一般県道大倉大橋浜野

線

0688 小野岳ロックシェッド
一般県道湯野上会津高

田線

0701 石淵ロックシェッド
一般県道草野･大倉･鹿
島線

0801 大沢ロックシェッド 主要地方道小野四倉線

施設名

会津 中通り 浜通り
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２－２ シェッド・シェルター点検結果 

（１）シェッド・シェルター点検の概要 

法点検実施要領に基づき、近接目視を基本として状態の把握を行う。シェッド・シェルタ

ー本体について表 2-2 のⅠ～Ⅳの 4 区分にて健全性を診断する。 

表 2-2 シェッド・シェルター本体の健全性判定区分 

区分 内容 

Ⅰ 健全 機能に支障が生じていない状態 

Ⅱ 予防保全段階 機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措置を講ずるこ

とが望ましい状態 

Ⅲ 早期措置段階 機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべき状態 

 

Ⅳ 緊急措置段階 機能に支障が生じている、または生じる可能性が著しく高く、緊急に

措置を講ずべき状態 

 

（２）構造種別ごとの点検箇所 

シェッド・シェルターを構造種ごとに区分すると、コンクリート構造（RC）、コンクリート構造

（PC）、鋼構造の３種に大別される。 

福島県内のシェッド・シェルターは、表 2-3 に示すように、コンクリート構造（RC）8 箇所、

コンクリート構造（PC）112 箇所、鋼構造 52 箇所からなる。鋼構造物 52 箇所のうちシェッ

ドが 26 箇所、シェルターが 26 箇所である。 

表 2-3 福島県内シェッド・シェルターの構造種別数 

 

以下１）～４）に構造物ごとの点検箇所と損傷例を示す。 

 

 

 

種別 構造物名 対策の対象 箇所数 

１）コンクリート構造（RC） シェッド 雪崩、落石 8 

２）コンクリート構造（PC） シェッド 雪崩、落石 112 

３）鋼構造 シェッド 雪崩、落石 26 

シェルター 吹雪、吹き溜まり 26 
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１）コンクリート構造（RC）の点検箇所と損傷例 

 図 2-3、表 2-4 に RC 構造の点検箇所と損傷例を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3 コンクリート構造（RC）一般図 

 

表 2-4 コンクリート構造（RC）の点検箇所と損傷例 

点検箇所 
（部材・部位） 

劣化・損傷の種類 
備 考 

鋼 コンクリート その他 

1 
壁部 
( 谷 側 、 山
側) 

――― 

ひびわれ、うき・

剥 離 ・ 鉄 筋 露

出、漏水・遊離

石灰、滞水、変

形・欠損 

沈下・移動・傾斜 主部材 

2 
頂版部 
(外側、内空) 

――― 

ひびわれ、うき・剥

離・鉄筋露出、漏

水・遊離石灰、抜

け落ち、滞水、変

形・欠損 

――― 

主部材 

3 道路舗装 ――― ――― 
舗装の異常  

4 排水工 ――― ――― 
漏水・滞水、変形・

欠損、土砂詰り 

 

5 
雪庇防止柵、 
土留壁 

腐食、ゆるみ・ 脱

落、防食機能の劣

化、変形・欠損 

ひびわれ、うき・剥

離・鉄筋露出、漏

水・遊離石灰、滞

水、変形・欠損 

――― 

 

 

 

谷川壁 
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２）コンクリート構造（PC）の点検箇所と損傷例 

 図 2-4、表 2-5 に PC 構造の点検箇所と損傷例を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-4 コンクリート構造（PC）一般図 

表 2-5 コンクリート構造（PC）の点検箇所と損傷例 

点検箇所 
（部材・部位） 

劣化・損傷の種類 
備 考 

鋼 コンクリート その他 

1 支承接合部 

腐食、ゆるみ・ 脱

落、防食機能の劣

化、変形・欠損 

ひびわれ、うき・剥

離・鉄筋露出、漏

水・遊離石灰、滞

水、変形・欠損 

――― 
主部材 

2 
柱部、受台
部 

――― 
ひびわれ、うき・剥

離・鉄筋露出、漏

水・遊離石灰、滞

水、変形・欠損 

沈下・移動・傾斜 主部材 

3 主梁部 ――― ――― 主部材 

4 
床版 
(内空、屋根) 

――― 

ひびわれ、うき・剥

離・鉄筋露出、漏

水・遊離石灰、抜

け落ち、滞水、変

形・欠損 

――― 

主部材 

5 PC 鋼材定着部 ――― 

ひびわれ、うき・剥

離・鉄筋露出、漏

水・遊離石灰、抜

け落ち、滞水、変

形・欠損 

――― 

主部材 

6 道路舗装 ――― ――― 舗装の異常  

7 排水工 ――― ――― 
漏水・滞水、変形・

欠損、土砂詰り 

 

8 
雪庇防止柵、 
土留壁 

腐食、ゆるみ・ 脱

落、防食機能の劣

化、変形・欠損 

ひびわれ、うき・剥

離・鉄筋露出、漏

水・遊離石灰、滞

水、変形・欠損 

――― 
 

 

 

支承接合部 

PC 鋼材定着部 
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３）鋼構造（シェッド）の点検箇所と損傷例 

 図 2-5、表 2-6 に鋼構造（シェッド）の点検箇所と損傷例を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-5 鋼構造（シェッド）一般図 

表 2-6 鋼構造（シェッド）の点検箇所と損傷例 

点検箇所 
（部材・部位） 

劣化・損傷の種類 
備 考 

鋼 コンクリート その他 

1 
支承接合部 
(谷側、山側) 

腐食、ゆるみ・ 脱

落、防食機能の劣

化、変形・欠損 

ひびわれ、うき・剥

離・鉄筋露出、漏

水・遊離石灰、滞

水、変形・欠損 

――― 

主部材 

2 柱部 

腐食、亀裂、ゆ

るみ・脱落、破

断、防食機能の

劣化、変形・欠

損 

――― 
沈下・移動・傾斜 主部材 

3 主梁部 ――― ――― 主部材 

4 
床版 
(内空、屋根) 

腐食、ゆるみ・脱落 

防食機能の劣化、

漏水・滞水、変形・

欠損 

――― ――― 
主部材 

5 
受台 
(谷側、山側) 

――― 
ひびわれ、うき・剥

離・鉄筋露出、漏

水・遊離石灰、滞

水、変形・欠損 

――― 
主部材 

6 道路舗装 ――― ――― 舗装の異常  

7 排水工 ――― ――― 
漏水・滞水、変形・

欠損、土砂詰り 

 

8 
雪庇防止柵、 
土留壁 

腐食、ゆるみ・ 脱

落、防食機能の劣

化、変形・欠損 
――― ――― 

 

 

支承接合部 

谷側受台 山側受台 

主梁、床版部 

柱部 柱部 

雪庇防止柵、土留壁 

コンクリート部 
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４）鋼構造（シェルター）の点検箇所と損傷例 

 図 2-6、表 2-7 に鋼構造（シェルター）の点検箇所と損傷例を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-6 鋼構造（シェルター）一般図 

 

表 2-7 鋼構造（シェルター）の点検箇所と損傷例 

点検箇所 
（部材・部位） 

劣化・損傷の種類 
備 考 

鋼 コンクリート その他 

1 支柱・桁材部 

腐食、亀裂、ゆる

み・脱落、破断、防

食機能の劣化、変

形・欠損 

――― 
沈下・移動・傾斜 主部材 

2 覆工板 ――― ――― 
主部材 

3 
コ ン ク リ
ート壁部 

――― 

ひびわれ、うき・剥

離・鉄筋露出、漏

水・遊離石灰、滞

水、変形・欠損 

沈下・移動・傾斜 主部材 

4 道路舗装 ――― ――― 舗装の異常  

5 排水工 ――― ――― 
漏水・滞水、変形・

欠損、土砂詰り 

 

6 雪庇防止柵 

腐食、ゆるみ・ 脱

落、防食機能の劣

化、変形・欠損 
――― ――― 

 

 

 

コンクリート壁部 
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（３）主な変状と概要 

シェッド・シェルターに発生する主な変状とその概要を表 2-8 に示す。変状の種類を大

別すると、腐食、ひび割れ、うき・剥離、漏水に分けられる。 

表 2-8 主な変状とその概要 

変状の種類 関連する要求性能 概要 

腐食 

ひび割れ 

うき・剥離 

シェッド・シェルターの構

造安定性 

・腐食、ひび割れ、うき・剥離により主部材に損傷が

生じると、シェッド・シェルターの構造耐力に影響し、

将来的に崩落へつながる恐れがある。箇所や状況

から判断し、必要に応じて詳細調査を行う必要があ

る。 

うき・剥離 利用者の安全性 ・ひび割れが閉合してうきになった場合や、補修材

が劣化した場合、その塊が落下してシェッド・シェル

ター利用者に危害が及ぶ可能性がある。 

漏水 利用者の安全性 ・漏水は主に背後斜面からの流水によるもので、漏

水量が多い場合には、シェッド・シェルター利用者に

危害が及ぶ可能性がある。 

・凍結してつららや氷盤となった場合には、落下によ

る利用者被害の恐れがある。 

 

（４）平成 26 年～平成 30 年点検の結果概要 

平成 26 年～平成 30 年の 1 巡目点検結果について、点検結果一覧を表 2-9～表 

2-22 に示す。 
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表 2-9  H26～H30 シェッド・シェルター点検結果一覧（1/14） 
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表 2-10  H26～H30 シェッド・シェルター点検結果一覧（2/14） 
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表 2-11  H26～H30 シェッド・シェルター点検結果一覧（3/14） 
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表 2-12  H26～H30 シェッド・シェルター点検結果一覧（4/14） 
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表 2-13  H26～H30 シェッド・シェルター点検結果一覧（5/14） 
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表 2-14  H26～H30 シェッド・シェルター点検結果一覧（6/14） 
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表 2-15  H26～H30 シェッド・シェルター点検結果一覧（7/14） 
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表 2-16  H26～H30 シェッド・シェルター点検結果一覧（8/14） 
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表 2-17  H26～H30 シェッド・シェルター点検結果一覧（9/14） 
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表 2-18  H26～H30 シェッド・シェルター点検結果一覧（10/14） 
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表 2-19  H26～H30 シェッド・シェルター点検結果一覧（11/14） 
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表 2-20  H26～H30 シェッド・シェルター点検結果一覧（12/14） 
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表 2-21  H26～H30 シェッド・シェルター点検結果一覧（13/14） 
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表 2-22  H26～H30 シェッド・シェルター点検結果一覧（14/14） 
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（５）平成 26 年～平成 30 年点検結果（判定区分） 

平成 26 年～平成 30 年の 1 巡目点検結果（判定区分）を図 2-7 に示す。 

全体としては、判定区分Ⅳが 0%、判定区分Ⅲが 64％、判定区分Ⅱが 34％、判定区

分Ⅰが 2％であり、建設年別では、不明箇所を除き、建設年が古いほど判定区分Ⅲが多

い状況であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-7 H26～H30 シェッド・シェルター点検結果

9% 0% 3% 1% 0%

73%

13%
26% 40%

100%

18%

87%
71%

59%

0%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

不明 1975-1984 1985-1994 1995-2004 2005-2014

建設年代ごとの判定Ⅰ～Ⅳの割合

判定Ⅰ 判定Ⅱ 判定Ⅲ 判定Ⅳ

11 23 58 78 2
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（６）変状分析 

平成 26 年～平成 30 年の 1 巡目点検結果より、点検対象 172 箇所において、判定区

分Ⅲとなった箇所の変状原因および変状箇所について、整理した結果を図 2-8 に示す。 

【変状原因】 

変状原因としては、うき・剥離、腐食、ひび割れ、漏水の順に多く、うき・剥離およびひ

び割れが全体の３／４を占めていた。要因としては、コンクリートの凍害や塩害の影響

の他、乾燥収縮等の初期欠陥が考えられる。 

腐食が原因の変状は全体の１／４であったが、鋼構造物のみで見ると、全 52 箇所の

うち約 6 割の 30 箇所で腐食により判定区分Ⅲとなっていることから、鋼構造物につい

ても劣化が進んでいる状況がわかる。劣化の要因としては、経年劣化や凍結防止剤に

よる塩害等が考えられ、構造物全体で劣化が進んでいる箇所については早期の対策が

必要である。 

【変状箇所】 

変状箇所としては、横梁、主梁等の上部構造が全体の３／４以上を占めており、とく

に屋根部材周辺の劣化が多いことがわかる。同箇所は雪・雨・落石等からの影響を直

接受けやすく、維持管理上これらの影響は避けられないことから、定期的な修繕が必要

と考えられる。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-8 県内シェッド・シェルターにおける変状要因の内訳 
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２－３ シェッド・シェルター維持管理上の課題 

（１）厳しい自然条件 

福島県は東北地方の南端に位置し、県土面積の８５％を積雪寒冷地域が占めている。

冬季には、車両通行のために散布された融雪剤による塩害や、コンクリート骨材中水分の

氷結膨張に起因する凍害により、鋼材やコンクリートが損傷を受け、劣化が進みやすい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-9 福島県内の積雪寒冷地域 

（２）シェッド・シェルターの老朽化 

平成 31 年 3 月現在、建設から 30 年を経過したシェッド・シェルターは 56 箇所あり、全

体の 32％である。今後 10 年で、建設から 30 年を経過したシェッド・シェルターは 131 箇

所（全体の 76%）に達するため、老朽化に伴い、修繕にかかる費用が増加する見込みであ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-10 建設後 30 年以上経過したシェッド・シェルター数 

 

建設後 30 年以上経過 
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第3章 シェッド・シェルター維持管理計画と個別施設計画 
３－１ 目標の整理と修繕方針 

（１）目標の整理 

シェッド・シェルターを維持管理する上での目標は、道路利用者への被害を発生させず、

快適な利用環境を継続することにある。このため、以下①～③の利用者被害を生じさせな

いことを目標とする。 

① シェッド・シェルター本体の損傷の進行に伴う通行閉鎖を発生させない 

② コンクリート片、つらら、付属物が落下することによる利用者被害を発生させない 

③ 漏水・路面変状等に起因する利用者被害を発生させない 

（２）修繕方針 

福島県のシェッド・シェルター維持管理においては、LCC の観点から「予防保全」を採用

している。シェッド・シェルターは降雨や降雪により常に浸食作用を受けており、損傷状況

によって補修工法・費用が異なることから、損傷の小さいうちに予防保全的な措置を行うこ

とで、維持管理に係るトータルコストの最小化を図るものである（図 3-1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-1 補修・補強・更新費用の累計 

（平成 28 年福島県道路長寿命化計画より抜粋） 

（３）対策工法の整理 

変状原因ごとの対策工法例を表 3-1 に示す。損傷度等を考慮して、工法を決定する。 

表 3-1 対策工法例 

 

 

 

 

 

 

 

595 億円 
（11.9 億/年） 

348 億円 
（7.0 億/年） 

210 億円 
（4.2 億/年） 

※上記金額は H28 当時

に算定されたものであ

り、本計画の対策費用と

は合致しない 

代表的な
変状現象

損傷度

表面被覆工・表面含浸工 小
ひび割れ注入工 中

小
↓
中

塗装工 小
補修溶接工 ↓
当て板補強工 中

漏水、つらら －
共通 大部材交換工

対策工

 防水工

ひび割れ ひび割れ補修

腐食  防食工

はつり落とし工
断面補修工
剥落防止工（金網ネット工、当て板工等）

うき、剥離
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３－２ 補修優先度と補修サイクル 

（１）補修優先度 

表 3-2 にシェッド・シェルター本体の補修優先度を示す。 

シェッド・シェルターにおける対策の優先度は、点検の判定区分（Ⅳ～Ⅰ）によって決定

し、同一判定区分内については緊急輸送路や重要物流道路などの路線重要度、交通量

の大小等に基づき、優先度を決定する。 

表 3-2 補修優先度（本体工） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）補修・更新サイクル 

シェッド・シェルター本体の補修については、定期点検頻度に合わせて 5 年に一度の補

修を基本とするが、日常点検によって損傷箇所が発見された場合においても、補修実施

の対象とする。 

なお、照明設備の LED 化については、水銀灯の生産中止および維持管理費低減化の

ため、令和元年度から更新事業を進めているところである。 

表 3-3 補修・更新サイクル 

項目 補修・更新サイクル 

シェッド・シェルター本体 5 年 

（または日常点検により損傷が発見された場合） 

 

３－３ シェッド・シェルターの個別施設計画（修繕計画） 

（１）個別施設計画（修繕計画） 

各シェッド・シェルターの点検時期・修繕時期・修繕費用等について、個別施設計画（修

繕計画）として表 3-4～表 3-8 エラー! 参照元が見つかりません。に示す。 

 

 

 

１．点検の判定区分

２．路線重要度

３．交通量

重要度：大
【グループA】

重要度：中
【グループB】

重要度：小
【グループC】

Ⅰ 健全
不要

(2箇所)
不要

(1箇所)
不要

(1箇所)

Ⅱ 予防保全段階
⑤予防保全

(23箇所)
⑥予防保全

(21箇所)
⑦予防保全

(14箇所)

Ⅲ 早期措置段階
②早期対策

(75箇所)
③早期対策

(26箇所)
④早期対策

(9箇所)

Ⅳ 緊急措置段階
①緊急対策

(0箇所)
①緊急対策

(0箇所)
①緊急対策

(0箇所)
グループA:緊急輸送路、重要物流道路
グループB:補助国道、主要地方道 、一般県道（交通量3,000台/日以上）
グループC:一般県道（交通量3,000台/日以下） 
「早期対策」は、5年程度を想定

対策の優先度
判定区分 状態
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表 3-4  個別施設計画（1/5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

諸元

優先度
（A,B,C）

・Ⅰ

・Ⅱ

・Ⅲ

・Ⅳ

RC

PC

M

- 〇 〇 台/日

0101 角間下ロックシェッド ｶｸﾏｼﾀﾛｯｸｼｪｯﾄﾞ 国道399号 1983 36 102 県北建設事務所 福島市 Ⅱ RC ひび割れ補修 1,300 B

0201 三王坂スノーシェルター ｻﾝﾉｳｻﾞｶｽﾉｰｼｪﾙﾀｰ 国道294号 2002 17 148 県中建設事務所 郡山市 Ⅱ M ひび割れ補修 3,816 B

0301 関岡ロックシェッド ｾｷｵｶﾛｯｸｼｪｯﾄﾞ 国道118号 不明 39.5 棚倉土木事務所 矢祭町 Ⅱ M 防水工 4,858 B

0302 赤面スノーシェッド ｱｶﾂﾗｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 一般県道那須甲子線 不明 10.2 県南建設事務所 西郷村 Ⅱ M ひび割れ補修 792 C

0401 栃平スノーシェッド ﾄﾁﾀﾞｲﾗｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道121号 1993 26 76 喜多方建設事務所 喜多方市 Ⅲ PC ○ ○ 断面修復 ○ 2,731 A

0402 桜峠１号シェルター ｻｸﾗﾄｳｹﾞ1ｺﾞｳｼｪﾙﾀｰ 国道459号 1993 26 171.2 喜多方建設事務所 北塩原村 Ⅲ M ○ ○ 断面修復 ○ 2,332 A

0403 桜峠２号シェルター ｻｸﾗﾄｳｹﾞ2ｺﾞｳｼｪﾙﾀｰ 国道459号 1993 26 81.6 喜多方建設事務所 北塩原村 Ⅲ M ○ ○ 断面修復 ○ 2,332 A

0404 桜峠３号シェルター ｻｸﾗﾄｳｹﾞ3ｺﾞｳｼｪﾙﾀｰ 国道459号 1993 26 111.6 喜多方建設事務所 北塩原村 Ⅲ M ○ ○ 塗装工 ○ 2,332 A

0405 不動スノーシェッド ﾌﾄﾞｳｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道459号 1987 32 308.1 喜多方建設事務所 喜多方市 Ⅲ PC ○ ○ 断面修復 708 B

0406 槻ノ木平スノーシェッド ﾂｷﾉﾀｲﾗｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道459号 1995 24 152.4 喜多方建設事務所 喜多方市 Ⅲ PC ○ ○ 断面修復 708 B

0407 釜の脇スノーシェッド ｶﾏﾉﾜｷｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ
主要地方道喜多方･西会
津線

1990 29 374.2 喜多方建設事務所 西会津町 Ⅲ PC ○ ○ 断面修復 ○ 1,575 A

0408 五万堂ロックシェッド ｺﾞﾏﾝﾄﾞｳﾛｯｸｼｪｯﾄﾞ
主要地方道猪苗代･湖南
線

2001 18 754.9 猪苗代土木事務所 猪苗代町 Ⅱ PC ひび割れ補修 1,892 B

0409 飯根スノーシェッド ｲｲﾈｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ
一般県道熱塩加納･山
都･西会津線

1989 30 112 喜多方建設事務所 西会津町 Ⅱ PC ひび割れ補修 858 C

0410 宝坂スノーシェッド ﾎｳｻｶｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 一般県道徳沢･宝坂線 1999 20 439.3 喜多方建設事務所 西会津町 Ⅲ PC ○ ○ 断面修復 314 C

0411 揚津スノーシェッド ｱｹﾞﾂｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 一般県道新郷荻野(停)線 1992 27 118.6 喜多方建設事務所 喜多方市 Ⅲ PC ○ ○ 断面修復 396 C

0501 本名スノーシェッド① ﾎﾝﾅｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ① 国道252号 1980 39 514 宮下土木事務所 金山町 Ⅲ M ○ 塗装工 ○ 2,691 A

0502 本名スノーシェッド② ﾎﾝﾅｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ② 国道252号 1980 39 92.9 宮下土木事務所 金山町 Ⅲ RC ○ 塗装工 ○ 2,691 A

0503 本名スノーシェッド③ ﾎﾝﾅｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ③ 国道252号 1980 39 179.3 宮下土木事務所 金山町 Ⅲ M ○ 塗装工 ○ 2,691 A

0504 本名スノーシェッド④ ﾎﾝﾅｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ④ 国道252号 1980 39 55.9 宮下土木事務所 金山町 Ⅲ RC ○ 断面修復 ○ 2,691 A

0505 本名スノーシェッド⑤ ﾎﾝﾅｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ⑤ 国道252号 1980 39 452 宮下土木事務所 金山町 Ⅲ M ○ 塗装工 ○ 2,691 A

0506 本名第２スノーシェッド ﾎﾝﾅﾀﾞｲ2ｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道252号 1983 36 131.1 宮下土木事務所 金山町 Ⅲ M ○ 断面修復、塗装工 ○ 2,691 A

0507 水沼スノーシェッド ﾐｽﾞﾇﾏｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道252号 1986 33 61.1 宮下土木事務所 金山町 Ⅲ M ○ ○ 修繕済み ○ 2,691 A

0508 水沼第２スノーシェッド① ﾐｽﾞﾇﾏﾀﾞｲ2ｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道252号 1981 38 99.8 宮下土木事務所 金山町 Ⅲ M ○ 塗装工 ○ 2,691 A

0509 水沼第２スノーシェッド② ﾐｽﾞﾇﾏﾀﾞｲ2ｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ② 国道252号 1981 38 194.6 宮下土木事務所 金山町 Ⅲ M ○ 塗装工 ○ 2,691 A

0510 滝原スノーシェッド ﾀｷﾊﾗｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道252号 1984 35 141.4 宮下土木事務所 三島町 Ⅲ M ○ 断面修復 ○ 2,691 A

0511 滝スノーシェッド ﾀｷｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道252号 1980 39 766.1 宮下土木事務所 金山町 Ⅲ M ○ 塗装工 ○ 2,691 A

0512 滝第２スノーシェルター ﾀｷﾀﾞｲ2ｽﾉｰｼｪﾙﾀｰ 国道252号 1992 27 199.7 宮下土木事務所 金山町 Ⅲ M ○ 屋根材補修 ○ 2,691 A

0513 大深沢スノーシェッド ｵｵﾌｶｻﾜｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道252号 1981 38 541.3 宮下土木事務所 金山町 Ⅲ M ○ 断面修復、塗装工 ○ 2,691 A

0514 下大牧第１スノーシェッド ｼﾓｵｵﾏｷﾀﾞｲ1ｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道252号 1985 34 242.3 宮下土木事務所 金山町 Ⅲ M ○ ○ 修繕済み ○ 2,691 A

0515 駒啼瀬スノーシェルター ｺﾏﾅｶｾｽﾉｰｼｪﾙﾀｰ 国道252号 1989 30 333.5 宮下土木事務所 三島町 Ⅲ M ○ 附属物修繕 ○ 4,426 A

0516
早戸第２兼用スノーシェッ
ド

ﾊｾﾄﾀﾞｲ2ｹﾝﾖｳｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道252号 1991 28 416.5 宮下土木事務所 三島町 Ⅲ PC ○ 断面修復 ○ 2,691 A

0517 持寄第１スノーシェッド ﾓﾁﾖﾘﾀﾞｲ1ｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道252号 1988 31 561.3 宮下土木事務所 柳津町 Ⅲ PC ○ 断面修復 ○ 4,426 A

0518 持寄スノーシェルター ﾓﾁﾖﾘｽﾉｰｼｪﾙﾀｰ 国道252号 1991 28 167.7 宮下土木事務所 柳津町 Ⅰ M - ○ 4,426 A

0519 川井スノーシェルター ｶﾜｲｽﾉｰｼｪﾙﾀｰ 国道252号 不明 97.6 宮下土木事務所 三島町 Ⅲ M ○ ボルト交換 ○ 4,426 A

0520 高清水スノーシェッド ﾀｶｼﾐｽﾞｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道252号 1995 24 630.9 宮下土木事務所 三島町 Ⅲ PC ○ 断面修復 ○ 2,691 A

0521 高清水第２スノーシェッド ﾀｶｼﾐｽﾞﾀﾞｲ2ｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道252号 2003 16 279.7 宮下土木事務所 三島町 Ⅲ PC ○ 断面修復 ○ 2,691 A

0522 高倉スノーシェッド ﾀｶｸﾗｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道252号 1986 33 83.8 宮下土木事務所 金山町 Ⅲ PC ○ 断面修復 ○ 2,691 A

0523 名入スノーシェッド ﾅｲﾘｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道252号 1999 20 354.6 宮下土木事務所 三島町 Ⅲ PC ○ 断面修復 ○ 2,691 A

0524 桧原第１スノーシェッド ﾋﾉﾊﾗﾀﾞｲ1ｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道252号 1995 24 513.8 宮下土木事務所 三島町 Ⅲ PC ○ 断面修復 ○ 4,426 A

0525 桧原スノーシェッド ﾋﾉﾊﾗｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道252号 1995 24 368.5 宮下土木事務所 三島町 Ⅲ PC ○ 断面修復 4,426 B

0526 松山スノーシェッド① ﾏﾂﾔﾏｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ① 国道400号 1997 22 170.7 宮下土木事務所 昭和村 Ⅱ M ひび割れ補修 ○ 519 A

判定区分

○

（設計着手時点で○とする）

優先順位

A （重要度：大） 重要物流道

路 または　緊急輸送路

 B （重要度：中） 補助国道 主

要地方道 　一般県道（交通量

3,000台/日以上）

 C （重要度：小） 一般県道

（交通量3,000台/日以下）

H27交通
量

修繕計画（H26～H30点検結果に対する修繕計画）

R1 R2 R4 R5

シェッド名 ﾌﾘｶﾞﾅ

路線名
完成年度
（西暦）

修繕内容

緊急輸送
道路

重要物流
道路

修繕計画

H30 R3H26 H27 H28 H29

部材

点検結果

市区町村名
シェッド

No

施設名

2019現在
経過年数

延長（m） 管理事務所名
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表 3-5  個別施設計画（2/5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

諸元

優先度
（A,B,C）

・Ⅰ
・Ⅱ

・Ⅲ
・Ⅳ

RC
PC

M

- 〇 〇 台/日

0527 松山スノーシェッド② ﾏﾂﾔﾏｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ② 国道400号 1997 22 49.5 宮下土木事務所 昭和村 Ⅱ M ひび割れ補修 ○ 519 A

0528 松山第１スノーシェッド ﾏﾂﾔﾏﾀﾞｲ1ｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道400号 1998 21 282.1 宮下土木事務所 昭和村 Ⅱ PC 断面修復 ○ 519 A

0529 松山第２スノーシェッド ﾏﾂﾔﾏﾀﾞｲ2ｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道400号 1997 22 194.2 宮下土木事務所 昭和村 Ⅱ PC ひび割れ補修 ○ 519 A

0530 松山第３スノーシェッド ﾏﾂﾔﾏﾀﾞｲ3ｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道400号 1991 28 130 宮下土木事務所 昭和村 Ⅲ RC ○ 断面修復 ○ 519 A

0531 玉梨スノーシェッド ﾀﾏﾅｼｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道400号 1977 42 746.6 宮下土木事務所 金山町 Ⅱ M 塗装工 ○ 947 A

0532 綱木スノーシェッド① ﾂﾅｷｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ① 国道400号 1992 27 502.8 宮下土木事務所 昭和村 Ⅱ PC 断面修復 ○ 519 A

0533 綱木スノーシェッド② ﾂﾅｷｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道400号 1992 27 150.4 宮下土木事務所 昭和村 Ⅱ M 断面修復 ○ 519 A

0534 馬追山スノーシェッド ｳﾏｵｲﾔﾏｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道400号 不明 88.1 宮下土木事務所 昭和村 Ⅱ M ひび割れ補修 ○ 519 A

0535 小栗山スノーシェッド ｵｸﾞﾘﾔﾏｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道400号 1997 22 375.7 宮下土木事務所 金山町 Ⅱ PC ひび割れ補修 ○ 947 A

0536 小栗山第３スノーシェッド ｵｸﾞﾘﾔﾏﾀﾞｲ3ｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道400号 1992 27 84.9 宮下土木事務所 金山町 Ⅱ PC ひび割れ補修 ○ 947 A

0537 八町ロックシェッド ﾔﾏﾁﾛｯｸｼｪｯﾄﾞ 国道400号 1987 32 49.9 宮下土木事務所 金山町 Ⅲ PC ○ 断面修復 ○ 947 A

0538 牧沢スノーシェッド ﾏｷｻﾜｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道400号 1975 44 223.2 宮下土木事務所 金山町 Ⅲ PC ○ 断面修復、防水工 ○ 947 A

0539 舟鼻スノーシェルター ﾌﾅﾊﾅｽﾉｰｼｪﾙﾀｰ 国道400号 1992 27 38.5 宮下土木事務所 昭和村 Ⅲ M ○ 断面修復、ボルト交換 ○ 519 A

0540 小見沢スノーシェッド ｺﾐｻﾞﾜｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道400号 1989 30 80.7 宮下土木事務所 昭和村 Ⅲ PC ○ 断面修復 ○ 519 A

0541 小見沢第１スノーシェッド ｺﾐｻﾞﾜﾀﾞｲ1ｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道400号 1997 22 262.7 宮下土木事務所 昭和村 Ⅲ PC ○ 断面修復 ○ 519 A

0542 小見沢第２スノーシェッド ｺﾐｻﾞﾜﾀﾞｲ2ｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道400号 2003 16 110.4 宮下土木事務所 昭和村 Ⅲ PC ○ 断面修復 ○ 519 A

0543 白森山スノーシェッド ｼﾛﾓﾘﾔﾏｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道400号 1999 20 110.2 宮下土木事務所 昭和村 Ⅱ PC ひび割れ補修 ○ 519 A

0544 松坂１号スノーシェルター ﾏﾂｻﾞｶ1ｺﾞｳｽﾉｰｼｪﾙﾀｰ 国道401号 1990 29 34
会津若松建設事務

所
会津美里町 Ⅱ M ひび割れ補修 1,174 B

0545 松坂２号スノーシェルター ﾏﾂｻﾞｶ2ｺﾞｳｽﾉｰｼｪﾙﾀｰ 国道401号 1990 29 30.7
会津若松建設事務

所
会津美里町 Ⅱ M ひび割れ補修 1,174 B

0546 松坂３号スノーシェルター ﾏﾂｻﾞｶ3ｺﾞｳｽﾉｰｼｪﾙﾀｰ 国道401号 1990 29 38.9
会津若松建設事務

所
会津美里町 Ⅱ M ひび割れ補修 1,174 B

0547 喰丸第１スノーシェッド ｸｲﾏﾙﾀﾞｲ1ｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道401号 1996 23 191.2 宮下土木事務所 昭和村 Ⅱ PC ひび割れ補修 ○ 410 A

0548 喰丸第２スノーシェッド ｸｲﾏﾙﾀﾞｲ2ｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道401号 2002 17 252 宮下土木事務所 昭和村 Ⅱ PC ひび割れ補修 ○ 410 A

0549
喰丸スノーシェルター（起
点側）

ｸｲﾏﾙｽﾉｰｼｪﾙﾀｰ 国道401号 1995 24 150.1 宮下土木事務所 昭和村 Ⅱ M ひび割れ補修 410 B

0550
喰丸スノーシェルター（終
点側）

ｸｲﾏﾙｽﾉｰｼｪﾙﾀｰ 国道401号 1995 24 220.7 宮下土木事務所 昭和村 Ⅱ M ひび割れ補修 410 B

0551 佐倉スノーシェッド ｻｸﾗｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道401号 1990 29 104.9 宮下土木事務所 昭和村 Ⅰ PC - ○ 410 A

0552 五畳敷スノーシェッド ｺﾞｼﾞｮｳｼﾞｷｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 柳津･昭和線 1997 22 196 宮下土木事務所 柳津町 Ⅲ PC ○ 断面修復 881 B

0553 滝谷スノーシェッド ﾀｷﾔｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 主要地方道柳津･昭和線 1986 33 522.6 宮下土木事務所 三島町 Ⅱ M ○ 塗装工、防水工 881 B

0554 郷戸スノーシェッド ｺﾞｳﾄｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 主要地方道柳津･昭和線 1999 20 310 宮下土木事務所 柳津町 Ⅱ PC 断面修復 881 B

0555
湯八木沢スノーシェルター
（起点側）

ﾕﾔｷﾞｻﾜｽﾉｰｼｪﾙﾀｰ 主要地方道柳津･昭和線 1993 26 45.1 宮下土木事務所 柳津町 Ⅱ M ひび割れ補修 881 B

0556
湯八木沢スノーシェルター
（終点側）

ﾕﾔｷﾞｻﾜｽﾉｰｼｪﾙﾀｰ 主要地方道柳津･昭和線 1993 26 154.7 宮下土木事務所 柳津町 Ⅱ M ひび割れ補修 881 B

0557 氷玉スノーシェッド ﾋﾀﾞﾏｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 下郷会津本郷線 2002 17 70.7
会津若松建設事務

所
会津若松市 Ⅰ PC - 1,064 C

0558 山入スノーシェッド ﾔﾏｲﾘｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 一般県道布沢･横田線 1998 21 70 宮下土木事務所 金山町 Ⅱ PC ひび割れ補修 398 C

0559 大城山スノーシェッド ｵｵｷﾞﾔﾏｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 一般県道布沢･横田 1998 21 180 宮下土木事務所 金山町 Ⅱ PC 断面修復 398 C

0560 東山ロックシェッド① ﾋｶﾞｼﾔﾏﾛｯｸｼｪｯﾄﾞ① 一般県道湯川大町線 1996 23 12.5
会津若松建設事務

所
会津若松市 Ⅱ PC ひび割れ補修 1,076 C

0561 東山ロックシェッド② ﾋｶﾞｼﾔﾏﾛｯｸｼｪｯﾄﾞ② 一般県道湯川大町線 1996 23 11.5
会津若松建設事務

所
会津若松市 Ⅱ M 塗装工 1,076 C

0562 浅岐スノーシェッド ｱｻﾏﾀｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ
一般県道小林会津宮下
停車場線

1993 26 456.8 宮下土木事務所 三島町 Ⅲ PC ○ 断面修復 308 C

0563 大谷スノーシェッド ｵｵﾀﾆｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ
一般県道小林会津宮下
停車場線

1996 23 203 宮下土木事務所 三島町 Ⅱ PC ひび割れ補修 332 C

0564 大谷第２スノーシェッド ｵｵﾀﾆﾀﾞｲ2ｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ
一般県道小林会津宮下

停車場線
2000 19 98 宮下土木事務所 三島町 Ⅱ PC ひび割れ補修 308 C

0565 箱淵山スノーシェッド ﾊｺﾌﾁﾔﾏｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ
一般県道小林会津宮下
停車場線

2001 18 70 宮下土木事務所 三島町 Ⅱ PC ひび割れ補修 332 C

0566 間方スノーシェッド ﾏｶﾞﾀｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ
一般県道小林会津宮下
停車場線

2004 15 60 宮下土木事務所 三島町 Ⅱ PC ひび割れ補修 332 C

0567 有倉沢スノーシェッド ｱﾘｸﾗｻﾞﾜｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 一般県道小栗山･宮下 不明 64.2 宮下土木事務所 金山町 Ⅲ M ○ ○ 塗装工、防水工 314 C

判定区分

○

（設計着手時点で○とする）

優先順位

A （重要度：大） 重要物流道
路 または　緊急輸送路

 B （重要度：中） 補助国道 主
要地方道 　一般県道（交通量

3,000台/日以上）
 C （重要度：小） 一般県道
（交通量3,000台/日以下）

H27交通
量

修繕計画（H26～H30点検結果に対する修繕計画）

R1 R2 R4 R5

シェッド名 ﾌﾘｶﾞﾅ

路線名
完成年度

（西暦）

修繕内容

緊急輸送
道路

重要物流
道路

修繕計画

H30 R3H26 H27 H28 H29

部材

点検結果

市区町村名
シェッド

No

施設名

2019現在

経過年数
延長（m） 管理事務所名
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表 3-6  個別施設計画（3/5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

諸元

優先度
（A,B,C）

・Ⅰ

・Ⅱ
・Ⅲ

・Ⅳ

RC

PC

M

- 〇 〇 台/日

0601 枝松スノーシェルター ｴﾀﾞﾏﾂｽﾉｰｼｪﾙﾀｰ 国道118号 1994 25 109 南会津建設事務所 下郷町 Ⅱ M ひび割れ補修 ○ 1,771 A

0602 枝松第２スノーシェルター ｴﾀﾞﾏﾂﾀﾞｲ2ｽﾉｰｼｪﾙﾀｰ 国道118号 1999 20 70.7 南会津建設事務所 下郷町 Ⅲ M ○ 断面修復 ○ 1,771 A

0603 芦ノ原スノーシェッド ｱｼﾉﾊﾗｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道118号 1996 23 420 南会津建設事務所 下郷町 Ⅲ PC ○ ○ 断面修復 ○ 1,771 A

0604 沼尾スノーシェルター ﾇﾏｵｽﾉｰｼｪﾙﾀｰ 国道118号 1996 23 129.5 南会津建設事務所 下郷町 Ⅲ M ○ 断面修復 ○ 1,771 A

0605 高陦ロックシェッド ﾀｶｼﾏﾛｯｸｼｪｯﾄﾞ 国道118号 2004 15 178.5 南会津建設事務所 下郷町 Ⅱ PC ひび割れ補修 ○ 1,771 A

0606 湯野上スノーシェッド ﾕﾉｶﾐｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道118号 1993 26 344 南会津建設事務所 下郷町 Ⅱ PC ひび割れ補修 ○ 10,331 A

0607 豊成ロックシェッド ﾄﾖﾅﾘﾛｯｸｼｪｲﾄﾞ 国道121号 1995 24 225 南会津建設事務所 下郷町 Ⅱ PC ひび割れ補修 ○ 9,442 A

0608 岪ロックシェッド ﾍﾞﾂﾘﾛｯｸｼｪｯﾄﾞ 国道121号 1987 32 58.5 南会津建設事務所 下郷町 Ⅱ PC ひび割れ補修 ○ 9,442 A

0609 ブンドウ沢スノーシェッド ﾌﾞﾝﾄﾞｳｻﾜｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道252号 2001 18 398.1 山口土木事務所 只見町 Ⅲ PC ○ 断面修復 1,001 B

0610 八木沢スノーシェッド ﾔｷﾞｻﾜｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道252号 1985 34 509 山口土木事務所 只見町 Ⅲ M ○ 塗装工 ○ 1,975 A

0611 塩沢スノーシェッド① ｼｵｻﾞﾜｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ① 国道252号 1997 22 212 山口土木事務所 只見町 Ⅲ PC ○ 断面修復 ○ 1,975 A

0612 塩沢スノーシェッド② ｼｵｻﾞﾜｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ② 国道252号 1997 22 705 山口土木事務所 只見町 Ⅲ M ○ 鋼材補強 ○ 1,975 A

0613 塩沢スノーシェッド③ ｼｵｻﾞﾜｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ③ 国道252号 1997 22 240.8 山口土木事務所 只見町 Ⅲ PC ○ 断面修復 ○ 1,975 A

0614 寄岩スノーシェッド ﾖﾘｲﾜｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道252号 1987 32 73.4 山口土木事務所 只見町 Ⅲ PC ○ 断面修復 ○ 1,975 A

0615 赤柴スノーシェッド① ｱｶｼﾊﾞｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ① 国道252号 1979 40 200 山口土木事務所 只見町 Ⅲ M ○ 塗装工 1,001 B

0616 赤柴スノーシェッド② ｱｶｼﾊﾞｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ② 国道252号 2004 15 502.8 山口土木事務所 只見町 Ⅲ PC ○ 断面修復 1,001 B

0617 白沢スノーシェッド ｼﾗｻﾜｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道252号 1995 24 443.5 山口土木事務所 只見町 Ⅲ PC ○ 断面修復、防水工 1,001 B

0618 苧巻第１スノーシェッド ｲﾓﾏｷﾀﾞｲ1ｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道252号 1987 32 290.1 山口土木事務所 只見町 Ⅲ PC ○ 断面修復 1,001 B

0619 苧巻第２スノーシェッド ｲﾓﾏｷﾀﾞｲ2ｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道252号 1988 31 42.9 山口土木事務所 只見町 Ⅲ PC ○ 断面修復 1,001 B

0620 苧巻第１ロックシェッド ｲﾓﾏｷﾀﾞｲ1ﾛｯｸｼｪｯﾄﾞ 国道252号 不明 69 山口土木事務所 只見町 Ⅰ PC - 1,001 B

0621 苧巻第２ロックシェッド ｲﾓﾏｷﾀﾞｲ2ﾛｯｸｼｪｯﾄﾞ 国道252号 不明 48 山口土木事務所 只見町 Ⅱ PC ひび割れ補修 1,001 B

0622 余韻沢第１スノーシェッド ﾖｲﾝｻﾞﾜﾀﾞｲ1ｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道252号 1993 26 160.5 山口土木事務所 只見町 Ⅲ PC ○ 断面修復、防水工 1,001 B

0623 余韻沢第２スノーシェッド ﾖｲﾝｻﾞﾜﾀﾞｲ2ｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道252号 1999 20 148 山口土木事務所 只見町 Ⅲ PC ○ 断面修復 1,001 B

0624
入間木沢第１スノーシェッ
ド

ｲﾘﾏｷｻﾜﾀﾞｲ1ｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道252号 1986 33 46.3 山口土木事務所 只見町 Ⅲ PC ○ 防水工 1,001 B

0625
入間木沢第２スノーシェッ
ド

ｲﾘﾏｷｻﾜﾀﾞｲ2ｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道252号 1984 35 493.2 山口土木事務所 只見町 Ⅲ PC ○ 断面修復 1,001 B

0626
入間木沢第３スノーシェッ
ド

ｲﾘﾏｷｻﾞﾜﾀﾞｲ3ｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道252号 1990 29 75.6 山口土木事務所 只見町 Ⅲ PC ○ 防水工 1,001 B

0627
入間木沢第４スノーシェッ
ド

ｲﾘﾏｷｻﾞﾜﾀﾞｲ4ｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道252号 1997 22 59.2 山口土木事務所 只見町 Ⅱ PC ひび割れ補修 1,001 B

0628 田子倉スノーシェッド ﾀｺﾞｸﾗｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道252号 1976 43 167.8 山口土木事務所 只見町 Ⅲ PC ○ 断面修復 1,001 B

0629
田子倉沢第１スノーシェッ
ド

ﾀｺﾞｸﾗｻﾜﾀﾞｲ1ｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道252号 2004 15 60 山口土木事務所 只見町 Ⅲ PC ○ 断面修復、防水工 1,001 B

0630
田子倉沢第２スノーシェッ
ド

ﾀｺﾞｸﾗｻﾜﾀﾞｲ2ｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道252号 2003 16 20.5 山口土木事務所 只見町 Ⅲ PC ○ 斜面対策 1,001 B

0631
田子倉沢第３スノーシェッ
ド

ﾀｺﾞｸﾗｻﾜﾀﾞｲ3ｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道252号 1976 43 187.4 山口土木事務所 只見町 Ⅲ PC ○ 断面修復 1,001 B

0632 南岳第１スノーシェッド ﾐﾅﾐﾀﾞｹﾀﾞｲ1ｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道252号 1999 20 98.3 山口土木事務所 只見町 Ⅱ PC ひび割れ補修 1,001 B

0633 南岳第２スノーシェッド ﾐﾅﾐﾀﾞｹﾀﾞｲ2ｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道252号 1999 20 53.8 山口土木事務所 只見町 Ⅲ PC ○ 断面修復 1,001 B

0634 南岳第３スノーシェッド ﾐﾅﾐﾀﾞｹﾀﾞｲ3ｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道252号 2003 16 81.9 山口土木事務所 只見町 Ⅲ PC ○ 防水工 1,001 B

0635 山の神ロックシェッド1 ﾔﾏﾉｶﾐﾛｯｸｼｪｯﾄﾞ1 国道252号 2004 15 281.4 山口土木事務所 只見町 Ⅲ PC ○ 断面修復 1,001 B

0636 山の神第１スノーシェッド ﾔﾏﾉｶﾐﾀﾞｲ1ｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道252号 不明 55.2 山口土木事務所 只見町 Ⅱ PC ひび割れ補修 1,001 B

0637 山の神第２スノーシェッド ﾔﾏﾉｶﾐﾀﾞｲ2ｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道252号 1997 22 34.7 山口土木事務所 只見町 Ⅱ PC ひび割れ補修 1,001 B

0638 山の神第３スノーシェッド ﾔﾏﾉｶﾐﾀﾞｲ3ｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道252号 2004 15 145.2 山口土木事務所 只見町 Ⅲ PC ○ 断面修復 1,001 B

0639 後山スノーシェッド ｳｼﾛﾔﾏｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道252号 1987 32 147.2 山口土木事務所 只見町 Ⅲ PC ○ 断面修復 1,001 B

0640 アイヨシスノーシェッド ｱｲﾖｼｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道252号 2004 15 147 山口土木事務所 只見町 Ⅲ PC ○ 断面修復 1,001 B

0641 烏帽子スノーシェッド ｴﾎﾞｳｼｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道252号 2004 15 174.3 山口土木事務所 只見町 Ⅲ PC ○ 断面修復 1,001 B

判定区分

○
（設計着手時点で○とする）

優先順位

A （重要度：大） 重要物流道

路 または　緊急輸送路
 B （重要度：中） 補助国道 主

要地方道 　一般県道（交通量

3,000台/日以上）
 C （重要度：小） 一般県道

（交通量3,000台/日以下）

H27交通
量

修繕計画（H26～H30点検結果に対する修繕計画）

R1 R2 R4 R5

シェッド名 ﾌﾘｶﾞﾅ

路線名
完成年度
（西暦）

修繕内容

緊急輸送
道路

重要物流
道路

修繕計画

H30 R3H26 H27 H28 H29

部材

点検結果

市区町村名
シェッド

No

施設名

2019現在
経過年数

延長（m） 管理事務所名
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表 3-7  個別施設計画（4/5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

諸元

優先度
（A,B,C）

・Ⅰ
・Ⅱ

・Ⅲ

・Ⅳ

RC

PC
M

- 〇 〇 台/日

0642 杉沢スノーシェッド ｽｷﾞｻﾜｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道289号 1995 24 180 山口土木事務所 只見町 Ⅲ PC ○ 断面修復 ○ 2,390 A

0643 東スノーシェルター ｱﾂﾞﾏｽﾉｰｼｪﾙﾀｰ 国道289号 2002 17 278 山口土木事務所 南会津町 Ⅲ M ○ ボルト交換 ○ 3,279 A

0644 東２スノーシェルター ｱﾂﾞﾏ2ｽﾉｰｼｪﾙﾀｰ 国道289号 2010 9 90 山口土木事務所 南会津町 Ⅱ M ひび割れ補修 ○ 3,279 A

0645 東スノーシェッド ｱﾂﾞﾏｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道289号 1991 28 210 山口土木事務所 南会津町 Ⅲ PC ○ 断面修復 ○ 3,279 A

0646 戸板山スノーシェルター ﾄｲﾀﾔﾏｽﾉｰｼｪﾙﾀｰ 国道289号 2000 19 360 山口土木事務所 南会津町 Ⅲ M ○ ボルト交換 ○ 3,279 A

0647 下山ロックシェッド ｼﾓﾔﾏﾛｯｸｼｪｯﾄﾞ 国道289号 2000 19 378.8 山口土木事務所 南会津町 Ⅲ PC ○ 断面修復 ○ 3,832 A

0648 舘ノ川スノーシェッド ﾀﾃﾉｶﾜｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道289号 1997 22 194.7 山口土木事務所 只見町 Ⅲ PC ○ 断面修復、防水工 ○ 2,390 A

0649 叶津スノーシェッド ｶﾉｳﾂｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道289号 1995 24 370 山口土木事務所 只見町 Ⅱ RC ひび割れ補修 310 B

0650 平石山スノーシェッド ﾋﾗｲｼﾔﾏｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道289号 1996 23 104.3 山口土木事務所 只見町 Ⅱ PC ひび割れ補修 310 B

0651 梁取ロックシェッド ﾔﾅﾄﾘﾛｯｸｼｪｲﾄﾞ 国道289号 1996 23 103.7 山口土木事務所 只見町 Ⅲ PC ○ 断面修復 ○ 2,390 A

0652 界ロックシェッド ｻｶｲﾛｯｸｼｪｲﾄﾞ 国道289号 不明 150 山口土木事務所 南会津町 Ⅲ PC ○ ひび割れ補修 ○ 3,832 A

0653 山口スノーシェッド ﾔﾏｸﾞﾁｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道289号 1994 25 149.6 山口土木事務所 南会津町 Ⅲ PC ○ 断面修復 ○ 3,279 A

0654 嗚滝スノーシェッド① ﾅﾙﾀｷｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ① 国道352号 1985 34 211 山口土木事務所 檜枝岐村 Ⅲ PC ○ ○ 断面修復 ○ 1,471 A

0655 嗚滝スノーシェッド② ﾅﾙﾀｷｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ② 国道352号 1985 34 375 山口土木事務所 檜枝岐村 Ⅲ M ○ 断面修復、塗装工 ○ 1,471 A

0656 小立岩スノーシェッド ｺﾀﾃｲﾜｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道352号 1975 44 122.7 山口土木事務所 南会津町 Ⅲ PC ○ ○ 断面修復 ○ 1,471 A

0657
小豆温泉第１スノーシェッ
ド

ｱﾂﾞｷｵﾝｾﾝﾀﾞｲ1ｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道352号 1999 20 307.6 山口土木事務所 南会津町 Ⅲ PC ○ ○ 断面修復 ○ 1,471 A

0658
小豆温泉第２スノーシェッ
ド

ｱﾂﾞｷｵﾝｾﾝﾀﾞｲ2ｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道352号 1999 20 279.7 山口土木事務所 南会津町 Ⅲ PC ○ ○ 断面修復 ○ 1,471 A

0659 下大戸沢スノーシェッド ｼﾓｵｵﾄｻﾞﾜｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道352号 1997 22 365 山口土木事務所 檜枝岐村 Ⅲ RC ○ 断面修復 ○ 1,471 A

0660 高屋敷スノーシェッド ﾀｶﾔｼｷｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道352号 1996 23 593.2 山口土木事務所 檜枝岐村 Ⅲ RC ○ 断面修復 ○ 1,471 A

0661
高屋敷第一スノーシェル
ター

ﾀｶﾔｼｷﾀﾞｲ1ｽﾉｰｼｪﾙﾀｰ 国道352号 1990 29 121.2 山口土木事務所 檜枝岐村 Ⅲ M ○ 断面修復、防水工 ○ 1,471 A

0662
高屋敷第二スノーシェル
ター

ﾀｶﾔｼｷﾀﾞｲ2ｽﾉｰｼｪﾙﾀｰ 国道352号 1990 29 68.2 山口土木事務所 檜枝岐村 Ⅲ M ○ 断面修復 ○ 1,471 A

0663 数間沢ロックシェッド ｶｽﾞﾏｻﾜﾛｯｸｼｪｯﾄﾞ 国道352号 2008 11 21 山口土木事務所 南会津町 Ⅱ PC ひび割れ補修 ○ 2,059 A

0664 数間沢第１スノーシェッド ｶｽﾞﾏｻﾜﾀﾞｲ1ｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道352号 1991 28 450.2 山口土木事務所 南会津町 Ⅲ PC ○ 断面修復 ○ 2,059 A

0665 数間沢第２スノーシェッド ｶｽﾞﾏｻﾜｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道352号 1997 22 187.6 山口土木事務所 南会津町 Ⅲ PC ○ 断面修復 ○ 1,471 A

0666 耻風スノーシェッド ﾊｼﾞｶｾﾞｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道352号 1990 29 468 山口土木事務所 南会津町 Ⅲ PC ○ 断面修復 ○ 2,059 A

0667 上ノ山スノーシェッド ｶﾐﾉﾔﾏｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道352号 1979 40 180 山口土木事務所 南会津町 Ⅲ PC ○ 断面修復 ○ 1,471 A

0668 滝ノ原ロックシェッド ﾀｷﾉﾊﾗﾛｯｸｼｪｯﾄﾞ 国道352号 1995 24 114 南会津建設事務所 南会津町 Ⅲ PC ○ 断面修復 ○ 2,059 A

0669 滝ノ原第２ロックシェッド ﾀｷﾉﾊﾗﾀﾞｲﾆﾛｯｸｼｪｯﾄﾞ 国道352号 1999 20 111 南会津建設事務所 南会津町 Ⅲ PC ○ 断面修復 ○ 2,059 A

0670 新坂第１スノーシェッド ﾆｲｻﾞｶﾀﾞｲ1ｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道352号 1991 28 58.4 山口土木事務所 南会津町 Ⅱ PC ひび割れ補修 ○ 2,059 A

0671 新坂第２スノーシェッド ﾆｲｻﾞｶﾀﾞｲ2ｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道352号 1991 28 74.7 山口土木事務所 南会津町 Ⅱ PC ひび割れ補修 ○ 2,059 A

0672 深瀬スノーシェッド ﾌｶｾｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道352号 1989 30 241.2 山口土木事務所 南会津町 Ⅲ PC ○ ○ 断面修復 ○ 1,471 A

0673 駒ヶ岳スノーシェッド ｺﾏｶﾞﾀｹｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道352号 1992 27 468 山口土木事務所 南会津町 Ⅲ PC ○ ○ 断面修復 ○ 1,471 A

0674 追分スノーシェッド ｵｲﾀｹｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道352号 1989 30 145.7 山口土木事務所 檜枝岐村 Ⅲ PC ○ 断面修復 ○ 1,471 A

0675 葭ヶ平スノーシェルター ﾖｼｶﾞﾀﾞｲﾗｽﾉｰｼｪﾙﾀｰ 国道352号 2002 17 100 山口土木事務所 檜枝岐村 Ⅲ M ○ ボルト交換 ○ 1,471 A

0676 八総スノーシェルター ﾔｿｳｽﾉｰｼｪﾙﾀｰ 国道352号 2003 16 130 山口土木事務所 南会津町 Ⅱ M ひび割れ補修 ○ 2,059 A

0677 鬼丸山スノーシェッド ｷﾒﾝﾔﾏｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道352号 1992 27 64.5 山口土木事務所 南会津町 Ⅲ PC ○ 断面修復 ○ 2,059 A

0678 平沢スノーシェッド ﾋﾗｻﾜｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ 国道352号 1999 20 260.6 山口土木事務所 南会津町 Ⅲ PC ○ 断面修復、防水工 ○ 1,471 A

0679 浜野ロックシェッド ﾊﾏﾉﾛｯｸｼｪｯﾄﾞ 国道401号 1994 25 180 山口土木事務所 南会津町 Ⅲ PC ○ 断面修復 ○ 3,501 A

0680 内川ロックシェッド ｳﾁｶﾜﾛｯｸｼｪｯﾄﾞ 国道401号 2002 17 361 山口土木事務所 南会津町 Ⅲ PC ○ 断面修復、洗堀対策 ○ 3,501 A

0681 六石山ロックシェッド ﾛｯｺｸﾔﾏﾛｯｸｼｪｯﾄﾞ
一般県道下郷会津本郷
線

不明 32 南会津建設事務所 下郷町 Ⅱ RC ひび割れ補修 568 C

0682 布沢スノーシェッド ﾌｻﾞﾜｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ
一般県道小林会津宮下
(停)線

1988 31 62.7 山口土木事務所 只見町 Ⅲ PC ○ 断面修復 308 C

判定区分

○

（設計着手時点で○とする）

優先順位

A （重要度：大） 重要物流道

路 または　緊急輸送路
 B （重要度：中） 補助国道 主

要地方道 　一般県道（交通量

3,000台/日以上）
 C （重要度：小） 一般県道

（交通量3,000台/日以下）

H27交通
量

修繕計画（H26～H30点検結果に対する修繕計画）

R1 R2 R4 R5

シェッド名 ﾌﾘｶﾞﾅ

路線名
完成年度
（西暦）

修繕内容

緊急輸送
道路

重要物流
道路

修繕計画

H30 R3H26 H27 H28 H29

部材

点検結果

市区町村名
シェッド

No

施設名

2019現在
経過年数

延長（m） 管理事務所名
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表 3-8  個別施設計画（5/5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

諸元

優先度
（A,B,C）

・Ⅰ

・Ⅱ

・Ⅲ

・Ⅳ

RC

PC

M

- 〇 〇 台/日

0683 篠輪スノーシェッド ｼﾉﾜｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ
一般県道小林会津宮下
(停)線

1998 21 186 山口土木事務所 只見町 Ⅲ PC ○ 断面修復 308 C

0684 荒島ロックシェッド ｱﾗｼﾏﾛｯｸｼｪｯﾄﾞ 一般県道小林舘ﾉ川線 2003 16 90 山口土木事務所 只見町 Ⅲ PC ○ 断面修復 701 C

0685 九々生ロックシェッド ｸｸﾞﾘｭｳﾛｯｸｼｪｯﾄﾞ
一般県道大倉大橋浜野
線

不明 91.7 山口土木事務所 只見町 Ⅱ M ひび割れ補修 852 C

0686 和泉田スノーシェッド ｲｽﾞﾐﾀｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ
一般県道大倉大橋浜野
線

2001 18 95.8 山口土木事務所 南会津町 Ⅱ PC ひび割れ補修 852 C

0687 蛇岩スノーロックシェッド ｼｬｲﾜｽﾉｰﾛｯｸｼｪｯﾄﾞ
一般県道大倉大橋浜野
線

2003 16 81.9 山口土木事務所 南会津町 Ⅱ PC ひび割れ補修 852 C

0688 小野岳ロックシェッド ｵﾉﾀﾞｹﾛｯｸｼｪｯﾄﾞ
一般県道湯野上会津高
田線

1983 36 60 南会津建設事務所 下郷町 Ⅲ PC ○ 断面修復 2,337 C

0701 石淵ロックシェッド ｲｼﾌﾞﾁｽﾉｰｼｪｯﾄﾞ
一般県道草野･大倉･鹿
島線

1983 36 36 相双建設事務所 南相馬市 Ⅲ PC ○ ○ 断面修復 1,573 C

0801 大沢ロックシェッド ｵｵｻﾜﾛｯｸｼｪｯﾄﾞ 主要地方道小野四倉線 1978 41 75.2 いわき建設事務所 いわき市 Ⅱ PC ひび割れ補修 900 B

判定区分

○

（設計着手時点で○とする）

優先順位

A （重要度：大） 重要物流道

路 または　緊急輸送路

 B （重要度：中） 補助国道 主

要地方道 　一般県道（交通量

3,000台/日以上）

 C （重要度：小） 一般県道

（交通量3,000台/日以下）

H27交通
量

修繕計画（H26～H30点検結果に対する修繕計画）

R1 R2 R4 R5

シェッド名 ﾌﾘｶﾞﾅ

路線名
完成年度
（西暦）

修繕内容

緊急輸送
道路

重要物流
道路

修繕計画

H30 R3H26 H27 H28 H29

部材

点検結果

市区町村名
シェッド

No

施設名

2019現在
経過年数

延長（m） 管理事務所名
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第4章 今後の方針 
４－１ 今後の点検・修繕の実施方針 

（１）今後の点検について 

5 年に一度の法点検のスケジュール（個別施設計画に明記）に基づき、遅延無く点検を

実施するとともに、予算の平準化のために点検スケジュールを見直していく。 

（２）今後の修繕について 

判定区分Ⅳに診断された箇所については即時修繕対応とし、判定区分Ⅲの箇所につい

ては次回法点検までに修繕を実施、判定区分Ⅱについては判定区分Ⅲの修繕が完了し

た後の対応とする。 

今後 10 年～20 年については、建設から 30 年を経過するシェッド・シェルター数がピー

クに達すること、県内数カ所で現在もシェッド・シェルターを建設中であり今後シェッド・シェ

ルター数が増加することを踏まえ、今回試算した「今後 5 年間の必要事業費」以上の事業

費が必要になることから、予算の確保および修繕・更新費用の抑制が引き続き重要であり、

道路ネットワークを踏まえ、施設の集約・撤去について検討するなど、修繕の必要性につ

いて考慮した上で、修繕を実施していく。 

今後も図 4-1 に示すように点検・修繕を繰り返し、安全で快適なシェッド・シェルター利

用環境の維持を図る必要がある。このため、令和元年～令和 5 年の 2 巡目法点検完了

後には、本計画を見直し、修繕マネジメントを最適化していくものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-1 福島県長寿命化修繕計画の流れ 

福島県 

長寿命化修繕計画 
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４－２ 新技術の活用 

  （１）新工法等を採用したライフサイクルコストの縮減 

１）新技術の採用 

 点検支援技術性能カタログ（案）や新技術情報提供システム（NETIS）に掲載されてい

る技術などを参考に、図 4-2 のように、従来手法だけでなく、新技術の活用を検討すること

とし、「点検」「診断」「措置」「記録」での総合的な経済性や施工性、通行規制などの社会的

影響を踏まえ、活用効果が見込まれるものについては積極的に活用していく。 

 

 

 

 
図 4-2 メンテナンスサイクルにおける各項目での新技術活用検討イメージ 

 

新技術の活用を図るなど、ライフサイクルコストの縮減と予算の平準化に努め、持続可

能な道路管理を行っていく。 

 

点検 診断

措置記録

現場条件などを踏まえ、 
機器等の性能を確認し、 
点検手法を決定 

ＡＩによる自動診断技術
等、人による判断を補助 

劣化や損傷などの状態を
踏まえ、材料等の性能を
確認し、修繕手法を決定 

点検ﾃﾞｰﾀ等登録ｼｽﾃﾑや 
ｸﾗｳﾄﾞ活用によるﾃﾞｰﾀの
一元管理 

 


